
こどもたちはクリスマスソングを歌う声だけで何重奏もの音楽ができるアカペラを初めて体
験し、その魅力が伝わったようです。

宮大が都農町寄附講座等
で行っている活動や情報を、
定期的にお知らせしま
す！

令和7年1月号

寄附講座とは、教育研究の進展及び充実を図ることを
目的として、大学や研究機関などに対し寄附を行い講座を設置する制度です。町として
単独での寄附講座の開設は全国的にも珍しく、宮崎県内では初めての取り組みです。

12/13・20 地域探索実習Ⅰin 寺迫･下浜

12/21 PBL こどもカフェ「どんげね」
クリスマスパーティー＠下浜みなと児童館

12/22 PBL 木和田ツリークライミング®

1/11･12 PBL 彌勒祐徳絵画展＠都農町民図書館

木和田地区の活性化プロジェクトの一環で、学校に通えな

い町内小中学生が自然と触れ合う企画ツリークライミング® 。
同地区在住で公式インストラクターの黒木義一氏らの指導の
下、大学生と小中学生が共に5メートルを超える
木に登り、普段見られな
い木の上から眺めた景色
を楽しみました。昼食は
公民館で焼きそばを皆で
調理して交流しました。

毎年恒例のこどもカフェ「どんげね」のクリスマスパーティーが、
みなと児童館で盛大に行われました。PBL１年生の主担当２名が
10月からスタッフの皆さんと何度もやり取りをして、プログラム
や遊びの内容を相談しながら準備を進めてきました。
当日は昨年度に引き続き、宮大アカペラサークルの学生６名が
駆けつけ演奏。さらに町長のお歌披露の場面もありました。その後
お待ちかねのサンタ🎅(瀬川先生)が登場して盛り上がりは最高潮に。
子ども達からお礼の手紙やプレゼント
贈呈の微笑ましいシーンもありました。
美味しいパーティー料理を用意して、
多くの企画を準備下さったスタッフの
皆様、ありがとうございました！学生も
企画実践を通して多くを学び、子どもた
ちの笑顔に充実感を味わった様子でした。

都市部に引き続き、中山間地域での実習を２地区に分かれて
行いました。13日寺迫地区では、長福寺にて地域のお寺としての
役割や歴史と今後の課題について、海野自治会長には自治会の変
遷や地区の特徴などを伺いました。その後地区を散策しました。

20日下浜地区では、水産加工センターの日高氏から魚の仕入れ、
加工処理の改善や今後の計画を伺いました。また、みなと児童館
では地区の子どもカフェの準備状況を見学、疋田末弘氏より津波
防災のお話を聞きました。

町民図書館の2階にて開催した都農
中学校所蔵の彌勒先生の絵画展覧会。
今回は、都農に関わるその他の絵画を
大モニターで観賞できるように、学生
が電子展示を作成しました。MRT放送
彌勒祐徳ドキュメンタリー番組の上映
スペース、町民図書館所蔵の関連書の
閲覧コーナーもあり、見ごたえのある
展覧会でした。2日間で73名の方が鑑賞
に来場されました。
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つのまるケア講座 日常の一コマ by 吉村先生

12/12 けんこう講話巡回講座＠新今別府公民館

出身：東京都 趣味：ピアノ・ピラティス・映画鑑賞
部活：ゴルフ部・室内楽部（バイオリン）・ひまわりキャ

ンプ（小児がん経験者とその家族の支援団体）

1/6～1/30
町立病院にて実習

関 遥圭（せきはるか）さん

ひと言：日々、採血や抹消静脈路確保といった手技から病棟
の患者さんの治療計画、訪問診療や健康管理センターでの
実習を通してたくさんの刺激を頂いています。地域の皆様に
もいつも温かく接して頂きありがたい限りです。少しでも多く
のことを吸収し自身の成長につなげていきたいです。

医学部医学科 ５年生

☆2/14 卒論・活動報告発表会のご案内☆

シリーズ医学生に密着 ② 病棟診療実習

★☆今月の実習生紹介★☆

2/14(金) 13：30～15：30 卒論発表会
（10：00～ポスター展示自由見学できます）
於：都農町中央公民館 大会議室

昨年度に引き続き地域学部４年生による卒論発表会を開催します。
加えて医学部LIC実習生発表ほか、小中学生向けの講座を開催して
きたチャレンジプログラムの学生発表・動画披露の予定です。実習
成果報告ポスター展示見学、入退室自由です。お誘いあわせの上、
皆様でご来場ください。学生教員一同お待ちしております。

12/18 ＠オレンジかふぇ「ひまわり」

感染症の予防接種、総合診療医や訪問診療のご紹介をしました。12名
の参加者と、宮大生や東京慈恵会医科大学から
見学に来られた先生も交えての座談会になりま
した。ワクチンの疑問や病院で診察を受けた際
のエピソードなどを話してくださる方もおり、
あっという間の１時間でした。

松原の民家に吉川尚子さんが開設した認知症カフェからご依頼いただき
講話に伺いました。クリスマスに近かったこともあり、参加者のキーボー
ド演奏による音楽やツリーなどの飾りつけで
とても賑やかでした。こちらでも帯状疱疹や
コロナに関する質問が多く、予防接種への関
心度の高さがうかがえました。楽しく歌って
笑って寒い冬を乗り切りましょう！

診療録(電子カルテ)には住所が表示されていますが、具体的な地区名
はありません。私は普段診察半ば頃に、地区名が記載された地図を見な
がら患者さんに「どちらにお住まいですか？」とお尋ねするようにし
ています。それまで緊張されていた患者さんが少し笑顔になって地区
名を教えてくださいます。ありがたいことです。
今年度、町内各地をけんこう講座で実際に訪問しています。これま

で16地区訪問しました。病院までの交通手段やご近所や地区の様子な
ど貴重な情報が得られます。それ以上に地区への皆さまの地元愛を感
じる瞬間です。今後とも都農町内のことを色々教えてください。

医学生は患者さんが入院するところから関わります。令和5年に医師法
が改正されて、医学生でも指導医のもとで医療行為ができるようになっ
ています。担当する患者さんが決まると、指導医と一緒に入院時の採血
や各種検査の指示を出したり、医療面接と診察、入院時の説明などを行
います。医師として、知識や技能のみならず言葉遣いや挨拶などの態度
も学んでいきます。

朝と夕方に院内で開催されるカンファレンスで
具体的な見立てや検査・治療方針を学生自らが発
表し、他の医師からの意見や質問に対応します。
時には厳しい指摘もあります。専門書や英語の資
料を調べ、先輩医師に聞いたりして勉強します。
病棟で看護師さんをはじめ多職種の方々との連携
も実地の中で学びます。また、患者さんやご家族
との信頼関係が重要ですので、病室に足を運んで
きちんとお話を聞くこと、悩みに耳を傾けること
にも時間をかけ、患者さんと喜怒哀楽を共有しな
がら成長していきます。無事ご自宅へ退院できた際にはとても嬉しい気
持ちになると医学生達は言います。患者さんにとっては孫のような若い
医学生ですが、皆様のおかげで大きな成長の機会を頂き感謝しております。


